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(57)【要約】
【課題】利用予約して用いる車両の保有する電力を電力
系統に供給することができる情報処理装置、情報処理方
法、プログラム、記録媒体、及び情報処理システムを提
供する。
【解決手段】情報処理装置は、電力系統が電力の供給を
要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報
、及び車両の利用予約情報を取得する取得部と、上記利
用予約情報に基づいて、上記供給時間帯において上記車
両から上記電力系統に供給する供給電力を算出する算出
部と、算出された上記供給電力を上記電力系統に通知す
る通知部と、を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を備える、情報処理装置。
【請求項２】
　前記算出部は、前記供給時間帯に利用予約されていない前記車両のそれぞれが供給する
電力を累積することによって前記供給電力を算出する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記算出部は、前記供給時間帯の終わる時点から前記利用予約の開始時点までの間に前
記利用予約による前記車両の利用に用いられる充電量まで充電されるように、前記車両の
それぞれが供給する電力を算出する、請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記算出部は、現時点において前記蓄電池に充電されている第１の電力量、現時点から
前記供給時間帯の開始時点までに充電される第２の電力量、及び前記供給時間帯の終了時
点から前記利用予約の開始時点までに充電される第３の電力量を加算した値から、前記利
用予約による前記車両の利用に用いられる第４の電力量を減算した値を算出し、単位時間
当たりの値に換算することによって、前記車両のそれぞれが供給する電力を算出する、請
求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記算出部は、現時点から前記供給時間帯の開始時点までの時間長及び充電電力の積と
、前記第１の電力量との和が充電容量を超えるとき、前記第１の電力量と前記第２の電力
量との和を前記充電容量の値として前記供給電力を算出する、請求項４に記載の情報処理
装置。
【請求項６】
　前記算出部は、現時点から前記供給時間帯の開始時点までの時間長及び充電電力の積と
、前記第１の電力量との和が充電容量を超えないとき、現時点から前記供給時間帯の開始
時点までの前記時間長及び前記充電電力の積を前記第２の電力量として前記供給電力を算
出する、請求項５に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得することと、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出することと、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知することと、
を含む、情報処理方法。
【請求項８】
　コンピュータを、
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を備える情報処理装置として機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　コンピュータを、
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
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車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を備える情報処理装置として機能させるためのプログラムを記録した、コンピュータに読
み取り可能な記録媒体。
【請求項１０】
　電力の需要が供給を上回ると予測される時間帯に電力の供給を要請する電力供給要請情
報を送信する電力系統と、
　車両の利用予約情報を送信するユーザ装置と、
　前記電力供給要請情報、及び複数の前記車両に関する前記利用予約情報を取得する取得
部と、前記利用予約情報に基づいて、前記電力供給要請情報に含まれる供給時間帯におい
て前記車両から前記電力系統に供給する供給電力を算出する算出部と、算出された前記供
給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を有する情報処理装置と、
を備える、情報処理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、情報処理装置、情報処理方法、プログラム、記録媒体、及び情報処理システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電気自動車やハイブリッドカーを始めとして、従来のガソリン車より大容量の蓄
電池を搭載する自動車が普及し始めている。これらの大容量の蓄電池を搭載する自動車は
、走行時の二酸化炭素の排出がガソリン車よりも少ないことから、地球温暖化への１つの
対応策として注目を浴びてきた。また、このような大容量の蓄電池を搭載する自動車に充
電された電力を、電力供給源として利用する動きも出てきている。自動車に蓄えられた電
力を電力系統に供給することは、Ｖ２Ｇ（Ｖｅｈｉｃｌｅ　ｔｏ　Ｇｒｉｄ）と呼ばれる
。電力使用の多い時間帯にＶ２Ｇを活用することによって、発電量のピークカットにつな
がる。
【０００３】
　例えば特許文献１には、個人所有の電気自動車の日常必要蓄電量を予め登録しておき、
電力需給に応じて日常必要蓄電量を超える分の電力をＶ２Ｇに用いることによって電力の
安定供給を図る電力供給システムが開示されている。また特許文献２には、ネットワーク
制御式電源コンセント（スマートレット）を用いることによって、通信ネットワークを介
して電気自動車を制御するネットワーク制御式充電システムが開示されている。
【０００４】
　ところで一方、近年自動車の維持管理費を節約するために、必要なときに利用予約をし
て自動車をレンタルする人が増えている。従来のレンタカーのシステムに加えて、近年は
複数の会員間で特定の自動車を共同使用するカーシェアリングが普及してきている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－１８３０８６号公報
【特許文献２】特表２０１１－５０９６４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記事情に鑑みれば、レンタカー及びカーシェアリングなど利用予約して用いる車両の
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保有する電力を電力系統に供給することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本開示によれば、電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供
給要請情報、及び車両の利用予約情報を取得する取得部と、上記利用予約情報に基づいて
、上記供給時間帯において上記車両から上記電力系統に供給する供給電力を算出する算出
部と、算出された上記供給電力を上記電力系統に通知する通知部と、を有する情報処理装
置が提供される。
【０００８】
　かかる構成によれば、利用予約情報に基づいて、要請された供給時間帯に車両が電力系
統に供給することのできる供給電力を算出して電力系統に通知することができる。ここで
電力系統とは、例えば電力会社、送電会社、配電会社などの、電力需給を管理している装
置を含む概念である。ここで用いられる車両は、例えばカーシェアリングやレンタカーな
どのサービスを提供する会社の保有する車両であり、利用予約を行い利用される車両であ
る。
【０００９】
　また、本開示によれば、電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む
電力供給要請情報、及び車両の利用予約情報を取得することと、上記利用予約情報に基づ
いて、上記供給時間帯において上記車両から上記電力系統に供給する供給電力を算出する
ことと、算出された上記供給電力を上記電力系統に通知することと、を含む情報処理方法
が提供される。
【００１０】
　また、本開示によれば、コンピュータを、電力系統が電力の供給を要請している供給時
間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び車両の利用予約情報を取得する取得部と、上記
利用予約情報に基づいて、上記供給時間帯において上記車両から上記電力系統に供給する
供給電力を算出する算出部と、算出された上記供給電力を上記電力系統に通知する通知部
とを有する情報処理装置として機能させるためのプログラムが提供される。
【００１１】
　また、本開示によれば、コンピュータを、電力系統が電力の供給を要請している供給時
間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び車両の利用予約情報を取得する取得部と、上記
利用予約情報に基づいて、上記供給時間帯において上記車両から上記電力系統に供給する
供給電力を算出する算出部と、算出された上記供給電力を上記電力系統に通知する通知部
とを有する情報処理装置として機能させるためのプログラムを記録した、コンピュータに
読み取り可能な記録媒体が提供される。
【００１２】
　また、本開示によれば、電力の需要が供給を上回ると予測される時間帯に電力の供給を
要請する電力供給要請情報を送信する電力系統と、車両の利用予約情報を送信するユーザ
装置と、上記電力供給要請情報、及び複数の上記車両に関する上記利用予約情報を取得す
る取得部と、上記利用予約情報に基づいて、上記電力供給要請情報に含まれる供給時間帯
において上記車両から上記電力系統に供給する供給電力を算出する算出部と、算出された
上記供給電力を上記電力系統に通知する通知部とを有する情報処理装置と、を有する情報
処理システムが提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　以上説明したように本開示によれば、利用予約して用いる車両の保有する電力を電力系
統に供給することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本開示の一実施形態に係る電力供給システムの概略構成図である。
【図２】同実施形態に係る車両予約管理装置の構成を示すブロック図である。
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【図３】同実施形態に係る電力供給システムの動作を示すシーケンス図である。
【図４】同実施形態に係る車両予約管理装置の供給電力算出処理の動作を示すフローチャ
ートである。
【図５】同実施形態に係る車両予約管理装置の、選択された１台の車両が供給することの
できる最大電力を算出する算出処理の動作を示すフローチャートである。
【図６】同実施形態に係る車両予約管理装置の供給電力算出処理について説明するための
説明図である。
【図７】同実施形態に係る車両予約管理装置の供給開始までに満充電となる場合の供給電
力算出処理について説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に添付図面を参照しながら、本開示の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１６】
　なお、説明は以下の順序で行うものとする。
　１．構成
　　１－１．システム構成
　　１－２．車両予約管理装置の構成
　２．動作
　　２－１．システム動作
　　２－２．供給電力の算出動作
【００１７】
　＜１．構成＞
　　〔１－１．システム構成〕
　まず、図１を参照しながら本開示の一実施形態に係る電力供給システムの構成について
説明する。図１は、本開示の一実施形態に係る電力供給システムの概略構成図である。
【００１８】
　なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素を
、同一の符号の後にハイフンを介して異なる番号を付して区別する場合もある。例えば、
実質的に同一の機能構成を有する複数の構成を、必要に応じてユーザ装置４００－１、ユ
ーザ装置４００－２のように区別する。ただし、実質的に同一の機能構成を有する複数の
構成要素の各々を特に区別する必要がない場合、同一符号のみを付する。例えば、ユーザ
装置４００－１、ユーザ装置４００－２などを特に区別する必要が無い場合には、単にユ
ーザ装置４００と称する。
【００１９】
　本実施形態に係る電力供給システムは、カーシェアリングサービスを提供する会社の車
両予約管理装置１００と、カーシェアリングサービスにおける各ステーションＳＴと、ス
テーションＳＴに属する複数の電気自動車ＥＶと、電力を各家庭又はビルなどに供給する
電力網３００と、電力網３００に対する電力の需要と供給のバランスを管理する電力需給
管理装置２００と、カーシェアリングサービスを利用するために、車両の利用予約を行う
ユーザ装置４００とを主に有する。
【００２０】
　カーシェアリングサービスは、登録した会員間で特定の自動車を共同使用するためのサ
ービスである。レンタカーが比較的長期間の利用を想定したサービスであることが多く、
不特定多数の利用者に自動車を貸し出すサービスであるのに対し、カーシェアリングは、
比較的短期間の利用を想定したサービスであることが多く、予め登録した特定の利用者で
自動車を共同使用するサービスである。レンタカーとカーシェアリングは、共に、予め利
用予約をして自動車を利用するサービスである。以下、利用予約の対象車両、利用時間帯
を含む情報を利用予約情報という。本実施形態においてはカーシェアリングサービスに適
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用する場合について説明するが、本技術はかかる例に限定されない。レンタカーについて
本技術を適用してもよい。
【００２１】
　車両予約管理装置１００は、カーシェアリングサービス会社が保有する電気自動車ＥＶ
の利用予約を管理する機能と、電気自動車ＥＶから電力系統に供給する供給電力を算出し
て電力系統に通知する電力供給制御機能を有する情報処理装置の一例である。なお、ここ
では電気自動車ＥＶの利用予約を管理する機能と、電気自動車ＥＶから電力系統に供給す
る電力を制御する電力供給制御機能とが１つの車両予約管理装置１００により実現されて
いるが、本技術はかかる例に限定されない。これらの機能は別体の装置によりそれぞれ実
現されてもよい。
【００２２】
　カーシェアリングサービス会社の保有する電気自動車ＥＶの蓄電池に蓄えた電力を電力
網３００（スマートグリッド）に送るＶ２Ｇを行うことによって、例えば電気料金の安い
夜間に充電した電位自動車ＥＶが昼間に電力網３００に接続して電力を供給（売電）する
ことによって、カーシェアリングサービス会社は、電気料金の差額を売り上げることがで
きる。また、電力系統は、電気自動車ＥＶから供給される電力を用いることによって、需
要のピーク時の発電量を減らすことができ、需給バランスを平準化することができるとい
う利点がある。つまり、電気自動車ＥＶの蓄電池が電力需要と供給の緩衝材の役割を担う
ことができる。特に、近年注目されている再生可能エネルギーは、枯渇することがなく、
自然界への負荷が少ないという利点がある一方、供給の安定性に不安が残るため、需給バ
ランスの緩衝材への注目度が上がっている。また、カーシェアリングサービスやレンタカ
ーは、予約を入れて利用するという利用形態が既に出来上がっているため、供給電力の算
出に用いる車両の利用に関する情報を入手することが容易であるという利点がある。
【００２３】
　電力需給管理装置２００は、電力系統の需要と供給のバランスを管理する機能を有する
装置である。電力需給管理装置２００は、例えば電力需要を予測し、電力需要が供給を上
回る可能性があるときには、電力系統以外からの電力供給を管理する機能を有する装置、
例えば車両予約管理装置１００に電力の供給を要請することができる。例えば電力需給管
理装置２００は、電力需要が供給を上回ると予測される時間帯の情報を含む電力供給要請
情報を送信することができる。
【００２４】
　電力網３００は、各家庭、オフィスビル、又は工場など電力を必要とする場所に電力を
供給する電力系統の一部である。電力網３００は、各ステーションＳＴに電力を供給する
ことができる。また電力網３００は、各ステーションＳＴから電気自動車ＥＶに搭載され
る蓄電池に蓄えられた電力の供給を受けることもできる。
【００２５】
　ユーザ装置４００は、車両予約管理装置１００の提供する車両予約画面を介してカーシ
ェアリングサービスの利用予約を行う情報処理端末の一例である。ユーザ装置４００は、
カーシェアリングサービスに登録した会員の端末装置である。例えばユーザ装置４００は
、図１中にユーザ装置４００－１として示されたように携帯電話であってもよい。またユ
ーザ装置４００は、図１中にユーザ装置４００－２として示されたようにＰＣ（Ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）であってもよい。
【００２６】
　ステーションＳＴは、カーシェアリングサービスに用いられる電気自動車ＥＶの受渡し
や充電を行う場所である。ステーションＳＴは、電気自動車ＥＶを充電するための充電設
備を備えている。なお、ここではステーションＳＴは、電力網３００から供給される電力
を電気自動車に充電することとしたが、本技術はかかる例に限定されない。例えばステー
ションＳＴは、自家発電設備を有しており、発電した電力を電気自動車ＥＶに充電しても
よい。なお、図１においてはステーションＳＴ１からステーションＳＴ３までの３つのス
テーションＳＴが示されたが、電力供給システムは、当然さらに多くのステーションＳＴ
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を含んでもよい。また、ここでは各ステーションＳＴにそれぞれ複数の電気自動車ＥＶを
駐車することとしたが、１台の電気自動車ＥＶだけが駐車されるステーションＳＴがあっ
てもよい。また、ここではステーションＳＴに駐車される車両は全て電気自動車ＥＶであ
ることとしたが、本技術はかかる例に限定されない。例えばステーションＳＴに駐車され
る車両は、ガソリン車やハイブリッド車など様々な種類の車両が含まれてよい。ただし、
この場合には、供給電力の算出対象とする車両は、電気自動車ＥＶやハイブリッド車など
比較的大容量の蓄電池を有する車両とし、ガソリン車は含まない。
【００２７】
　　〔１－２．車両予約管理装置の構成〕
　次に、図２を参照しながら、本開示の一実施形態に係る車両予約管理装置の構成につい
て説明する。図２は、同実施形態に係る車両予約管理装置の構成を示すブロック図である
。
【００２８】
　車両予約管理装置１００は、車両予約管理部１１０と、電力供給制御部１２０とを主に
有する。電力供給制御部１２０は、情報取得部１２１と、供給電力算出部１２３と、通知
部１２５との機能をさらに有する。
【００２９】
　車両予約管理部１１０は、ユーザ装置４００に対して車両の利用予約を受付ける予約受
付画面を提供すると共に、この予約受付画面を介して入力された情報に基づいて車両の利
用予約情報を生成する機能を有する。また、車両予約管理部１１０は、生成された利用予
約情報に基づいて、車両の利用予約に関する様々な処理を実行することができる。
【００３０】
　電力供給制御部１２０は、電力系統からの要請に応じて、各電気自動車ＥＶの蓄電池に
蓄えられた電力の電力系統への供給を制御する機能を有する。
【００３１】
　情報取得部１２１は、電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電
力供給要請情報と、車両の利用予約情報とを取得する機能を有する取得部の一例である。
電力供給要請情報は、例えば電力需給管理装置２００から受信される。情報取得部１２１
は、電力供給要請情報の受信に応じて、上記供給時間帯の前後にかかる車両の利用予約情
報を取得し、電力供給要請情報と車両の利用予約情報を供給電力算出部１２３に入力する
ことができる。
【００３２】
　供給電力算出部１２３は、要請された供給時間帯に、電力系統に供給することのできる
供給電力を車両の利用予約情報に基づいて算出する算出部の一例である。供給電力算出部
１２３は、カーシェアリングサービス会社が保有する車両のうち、比較的大容量の蓄電池
を搭載する車両から電力供給の対象車両を選択し、選択された車両のそれぞれが供給時間
帯において供給することのできる最大電力を累積することによって、カーシェアリングサ
ービス会社全体が供給することのできる供給電力を算出することができる。このとき供給
電力算出部１２３は、供給時間帯に利用予約されていない車両を対象車両として選択する
ことができる。また、供給電力算出部１２３は、急な予約に対応するために、各ステーシ
ョン毎に１台の、あるいは全てではない一部の車両を、またあるいは例えば過去の利用・
予約実績や天気予報などの情報などから予測した台数の車両を、対象車両から除外しても
よい。
【００３３】
　なお、この供給電力算出部１２３は、供給時間帯の後に入れられている利用予約により
消費される電力量が利用予約の開始時点までに予約された車両の蓄電池に充電されるよう
に、供給電力を算出することができる。すなわち、供給電力算出部は、供給時間帯の終わ
る時点から利用予約の開始時点までの間に、供給時間帯の後に入れられた利用予約による
車両の利用に用いられる充電量まで充電されるように、当該車両から供給する電力を算出
することができる。なお、供給電力算出部１２３による供給電力算出の詳細については、
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後に詳述される。
【００３４】
　通知部１２５は、供給電力算出部１２３により算出された供給電力を電力系統に通知す
る機能を有する。通知部１２５は、供給電力算出部１２３が電力系統に供給する電力を算
出すると、算出した供給電力の値を電力需給管理装置２００に通知することができる。ま
た、通知部１２５は、それぞれの車両が供給する電力の値を各ステーションＳＴに通知す
ることもできる。
【００３５】
　以上、本実施形態に係る車両予約管理装置１００の機能の一例を示した。上記の各構成
要素は、汎用的な部材や回路を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に特化
したハードウェアにより構成されていてもよい。また、各構成要素の機能を、ＣＰＵ（Ｃ
ｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などの演算装置がこれらの機能を実現
する処理手順を記述した制御プログラムを記憶したＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）やＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの記憶媒体から制
御プログラムを読出し、そのプログラムを解釈して実行することにより行ってもよい。従
って、本実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利用する構成を変更する
ことが可能である。
【００３６】
　なお、上述のような本実施形態に係る車両予約管理装置１００の各機能を実現するため
のコンピュータプログラムを作成し、パーソナルコンピュータ等に実装することが可能で
ある。また、このようなコンピュータプログラムが格納された、コンピュータで読み取り
可能な記録媒体も提供することができる。記録媒体は、例えば、磁気ディスク、光ディス
ク、光磁気ディスク、フラッシュメモリなどである。また、上記のコンピュータプログラ
ムは、記録媒体を用いずに、例えばネットワークを介して配信してもよい。
【００３７】
　＜２．動作＞
　　〔２－１．システム動作〕
　まず、図３を参照しながら本開示の一実施形態に係る電力供給システムの動作の一例に
ついて説明する。図３は、同実施形態に係る電力供給システムの動作を示すシーケンス図
である。
【００３８】
　まず、電力需給管理装置２００は、電力需要が供給を超過することを予測する（Ｓ１０
１）。すると、電力需給管理装置２００は、車両予約管理装置１００に電力の供給を要請
する供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報を送信する（Ｓ１０３）。すると、車両予
約管理装置１００は、要請された時間帯において電力系統に供給することのできる供給電
力を算出する（Ｓ１０５）。ここで算出される電力は、サービスの維持のために必要なバ
ッファを設けた上で取りうる最大の値であってよい。
【００３９】
　車両予約管理装置１００は、供給電力を算出すると、算出した供給電力を電力需給管理
装置２００に送信することができる（Ｓ１０７）。そして、車両予約管理装置１００は、
ステップＳ１０５において算出した供給電力に基づいて電力供給が可能であるか否かを判
断し（Ｓ１０９）、電力供給が可能である場合には各ステーションに対して電力供給を指
示することができる（Ｓ１１１）。ここでステップＳ１１１において車両予約管理装置１
００は、各ステーションに接続される電気自動車ＥＶのそれぞれが、供給時間帯において
、供給電力算出部１２３により算出された電力を供給するように指示することができる。
【００４０】
　なお、ここでは電力供給要請情報には供給時間帯の情報が含まれ、車両予約管理装置１
００はこの供給時間帯において供給することのできる電力の値を電力需給管理装置２００
に通知することとしたが、本技術はかかる例に限定されない。例えば、電力需給管理装置
２００は、供給を要請する電力値を含む電力供給要請情報を車両予約管理装置１００に送
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信してもよい。このとき車両予約管理装置１００は、例えば要請された電力値を供給する
ことができるとき、電力系統に電力の供給をおこなってもよい。また、電力需給管理装置
２００は、車両予約管理装置１００から受信した供給電力に基づいて、車両予約管理装置
１００の管理する車両からの電力供給を受けるか否かを判断し、車両予約管理装置１００
に電力供給の要請、又は電力供給が不要である旨の通知を送信してもよい。
【００４１】
　　〔２－２．供給電力の算出動作〕
　次に、図４から図７を参照しながら供給電力の算出動作について説明する。なお、ここ
で説明する供給電力の算出動作は、図３のステップＳ１０５の詳細を示す。図４は、同実
施形態に係る車両予約管理装置の供給電力算出処理の動作を示すフローチャートである。
図５は、同実施形態に係る車両予約管理装置の、選択された１台の車両が供給することの
できる最大電力を算出する算出処理の動作を示すフローチャートである。図６は、同実施
形態に係る車両予約管理装置の供給電力算出処理について説明するための説明図である。
図７は、同実施形態に係る車両予約管理装置の供給開始までに満充電となる場合の供給電
力算出処理について説明するための説明図である。
【００４２】
　まず図４を参照すると、供給電力算出部１２３は、まずＰtotalの値を初期化して０に
設定する（Ｓ２０１）。このＰtotalは、カーシェアリングサービス会社が保有する車両
が電力系統に供給することのできる電力の総量である。次に、供給電力算出部１２３は、
未処理の電気自動車ＥＶがあるか否かを判断する（Ｓ２０３）。ここで、未処理の電気自
動車ＥＶがないと判断されると、処理は終了する。
【００４３】
　一方、ステップＳ２０３において未処理の電気自動車ＥＶがあると判断されると、供給
電力算出部１２３は、未処理の電気自動車ＥＶのうち１つを処理対象の車両として選択す
る（Ｓ２０５）。そして、選択された電気自動車ＥＶがサービス中であるか否かを判断す
る（Ｓ２０７）。ここで、サービス中であるか否かは、例えば電気自動車ＥＶがステーシ
ョンに駐車されているか否かに基づいて判断されてよい。そして、選択された電気自動車
ＥＶがサービス中である場合には、電力供給対象としないため再びステップＳ２０３に戻
る。一方、選択された電気自動車ＥＶがサービス中でない場合、次に供給電力算出部１２
３は、選択された電気自動車ＥＶの予約時間が、電力の供給を要請された供給時間帯と重
なるか否かを判断する（Ｓ２０９）。ここで、選択された電気自動車ＥＶの予約時間が供
給時間帯と重なる場合も、当該電気自動車ＥＶは電力供給対象としないため、再びステッ
プＳ２０３に戻る。
【００４４】
　一方、ステップＳ２０９において予約時間帯が供給時間帯と重ならないと判断された場
合には、供給電力算出部１２３は、当該電気自動車ＥＶを電力供給対象の車両として確保
し、供給時間帯の予約受付を停止する（Ｓ２１１）。そして、供給電力算出部１２３は、
選択された電気自動車ＥＶについて供給可能な最大電力を算出する（Ｓ２１３）。ここで
、ステップＳ２１３の詳細については図５を参照しながら後述される。選択された電気自
動車ＥＶが電力系統に供給することのできる電力を算出すると、供給電力算出部１２３は
、再びステップＳ２０３の処理に戻る。そして、かかる動作がステップＳ２０３において
未処理の電気自動車ＥＶがなくなるまで繰り返される。
【００４５】
　ここで、選択された１台の電気自動車ＥＶが供給する電力の算出処理の詳細について図
５～図７を参照しながら説明する。供給電力算出部１２３は、まず供給時間帯の開始まで
に、対象の電気自動車ＥＶの蓄電池が満充電状態となるか否かを判断する（Ｓ３０１）。
ここで時刻ｔにおける充電量をＣ（ｔ）とし、供給電力を算出する時点における時刻をｔ
＝０とする。また充電電力をＰｃとし、供給時間帯の開始時点の時刻をｔ１とし、満充電
状態の充電量をＣｍａｘとする。すると、供給電力算出部１２３は、現時点において、多
選択された電気自動車ＥＶの蓄電池に充電されている第１の電力量Ｃ（０）と、充電電力
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充電状態の充電量Ｃｍａｘ（すなわち充電容量）を超えるか否かを判断する（Ｓ３０１）
。ここで、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超えない例が図６に示され、「
Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超える例が図７に示される。ここで、充電容
量Ｃｍａｘは、充電することのできる最大の値であってもよいし、電池の長寿命化を図る
ために最大値より少し小さい値が予め設定されていてもよい。
【００４６】
　次に、供給電力算出部１２３は、供給時間帯において当該電気自動車ＥＶが電力供給す
るための放電電力Ｐｓの最大値を算出する。供給電力算出部１２３は、供給時間帯の終わ
る時点ｔ２から利用予約の開始時点Ｔｒまでの間に、電気自動車ＥＶの利用予約において
用いるために必要な充電量まで電気自動車ＥＶの蓄電池が充電されるように、この放電電
力Ｐｓを算出することができる。ここで、放電電力Ｐｓを算出するための算出式は、上述
の「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超えるか否か（すなわち、供給時間帯の
開始時点ｔ１までに満充電状態となるか否か）により異なる。
【００４７】
　供給電力算出部１２３は、現時点（ｔ＝０）において蓄電池に充電されている第１の電
力量Ｃ（０）、現時点（ｔ＝０）から供給時間帯の開始時点ｔ１までに充電される第２の
電力量、供給時間帯の終了時点ｔ２から利用予約の開始時点Ｔｒまでに充電される第３の
電力量を加算した値から、利用予約による車両の利用に用いられる第４の電力量Ｃｒを減
算した値を算出し、単位時間当たりの値に換算することによって、放電電力Ｐｓを算出す
ることができる。
【００４８】
　このとき、第２の電力量の値は、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超えな
い場合、すなわち時刻ｔ１までに満充電状態とならない場合には、Ｐｃｔ１である。しか
し、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超える場合、すなわち時刻ｔ１までに
満充電状態となる場合には、第２の電力量の値は、Ｐｃｔ１より小さい値となる。この場
合には、第１の電力量と第２の電力量との和がＣｍａｘとなる。放電電力Ｐｓは、第１の
電力と第２の電力と第３の電力との和から第４の電力を減算した値を供給時間帯の時間長
（ｔ２－ｔ１）で除算した値である。
【００４９】
　したがって、ここで算出される放電電力Ｐｓは、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃ
ｍａｘを超えない場合、すなわち時刻ｔ１までに満充電状態とならない場合には、以下の
数式（１）で表される（Ｓ３０３）。
【００５０】
【数１】

【００５１】
　また、ここで算出される放電電力Ｐｓは、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘ
を超える場合、すなわち時刻ｔ１までに満充電状態となる場合には、以下の数式（２）で
表される（Ｓ３０５）。
【００５２】
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【数２】

【００５３】
　なお、第４の電力量Ｃｒは、利用予約による使用に必要な電力量であり、利用予約時に
設定される移動時間、移動距離と、利用予約時に予想される道路状況、天候などから推定
されてよい。当然ながら、Ｃｒの値は、電気自動車ＥＶごとに異なる。
【００５４】
　次に、供給電力算出部１２３は、算出した放電電力Ｐｓが蓄電池の最大放電電力の仕様
値Ｐｍａｘを超えるか否かを判断する（Ｓ３０７）。仕様により蓄電池の放電できる電力
は最大値が決められている。従って、ステップＳ３０３又はステップＳ３０５において算
出された放電電力ＰｓがＰｍａｘを超える場合には、放電電力Ｐｓに仕様による最大放電
電力Ｐｍａｘを設定する。そして、供給電力算出部１２３は、供給電力Ｐｔｏｔａｌに、
ここで処理対象とした電気自動車ＥＶが供給することのできる放電電力Ｐｓを加える（Ｓ
３１１）。
【００５５】
　以上、添付図面を参照しながら本開示の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
開示の技術的範囲はかかる例に限定されない。本開示の技術分野における通常の知識を有
する者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更
例または修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本開示の技
術的範囲に属するものと了解される。
【００５６】
　例えば、上記実施形態では、車両の利用予約を優先することとしたが、本技術はかかる
例に限定されない。例えば、場合によっては、キャンセル料を利用予約した会員に支払う
コストや、キャンセルによる評判の悪化に伴う将来の収益の低下を考慮しても、電力供給
の要請を優先させることもあってよい。この場合には、車両予約管理装置１００は、電力
供給要請情報に基づいて利用予約のキャンセル処理を行い、キャンセルされた電気自動車
ＥＶを電力供給に用いる車両に加えてもよい。このとき、車両予約管理装置１００は、利
用予約のキャンセルに伴うコストが最も安い電気自動車ＥＶから順に利用予約をキャンセ
ルすることが望ましい。
【００５７】
　また上記実施形態では、１つの供給時間帯ｔ１～ｔ２についての電力供給の要請につい
て説明したが、本技術はかかる例に限定されない。同様の処理を複数の時間帯について行
うことによって、複数の時間帯についての電力供給要請に応じることもできる。
【００５８】
　尚、本明細書において、シーケンス図及びフローチャートに記述されたステップは、記
載された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的に又は個別的に実行される処理をも含む。また時系列的に処理されるス
テップでも、場合によっては適宜順序を変更することが可能であることは言うまでもない
。
【００５９】
　なお、以下のような構成も本開示の技術的範囲に属する。
（１）
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
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　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を備える、情報処理装置。
（２）
　前記算出部は、前記供給時間帯に利用予約されていない前記車両のそれぞれが供給する
電力を累積することによって前記供給電力を算出する、前記（１）に記載の情報処理装置
。
（３）
　前記算出部は、前記供給時間帯の終わる時点から前記利用予約の開始時点までの間に前
記利用予約による前記車両の利用に用いられる充電量まで充電されるように、前記車両の
それぞれが供給する電力を算出する、前記（１）又は（２）のいずれかに記載の情報処理
装置。
（４）
　前記算出部は、現時点において前記蓄電池に充電されている第１の電力量、現時点から
前記供給時間帯の開始時点までに充電される第２の電力量、及び前記供給時間帯の終了時
点から前記利用予約の開始時点までに充電される第３の電力量を加算した値から、前記利
用予約による前記車両の利用に用いられる第４の電力量を減算した値を算出し、単位時間
当たりの値に換算することによって、前記車両のそれぞれが供給する電力を算出する、前
記（１）～（３）のいずれか１項に記載の情報処理装置。
（５）
　前記算出部は、現時点から前記供給時間帯の開始時点までの時間長及び充電電力の積と
、前記第１の電力量との和が充電容量を超えるとき、前記第１の電力量と前記第２の電力
量との和を前記充電容量の値として前記供給電力を算出する、前記（４）に記載の情報処
理装置。
（６）
　前記算出部は、現時点から前記供給時間帯の開始時点までの時間長及び充電電力の積と
、前記第１の電力量との和が充電容量を超えないとき、現時点から前記供給時間帯の開始
時点までの前記時間長及び前記充電電力の積を前記第２の電力量として前記供給電力を算
出する、前記（５）に記載の情報処理装置。
（７）
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得することと、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出することと、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知することと、
を含む、情報処理方法。
（８）
　コンピュータを、
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を備える情報処理装置として機能させるためのプログラム。
（９）
　コンピュータを、
　電力系統が電力の供給を要請している供給時間帯の情報を含む電力供給要請情報、及び
車両の利用予約情報を取得する取得部と、
　前記利用予約情報に基づいて、前記供給時間帯において前記車両から前記電力系統に供
給する供給電力を算出する算出部と、
　算出された前記供給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
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を備える情報処理装置として機能させるためのプログラムを記録した、コンピュータに読
み取り可能な記録媒体。
（１０）
　電力の需要が供給を上回ると予測される時間帯に電力の供給を要請する電力供給要請情
報を送信する電力系統と、
　車両の利用予約情報を送信するユーザ装置と、
　前記電力供給要請情報、及び複数の前記車両に関する前記利用予約情報を取得する取得
部と、前記利用予約情報に基づいて、前記電力供給要請情報に含まれる供給時間帯におい
て前記車両から前記電力系統に供給する供給電力を算出する算出部と、算出された前記供
給電力を前記電力系統に通知する通知部と、
を有する情報処理装置と、
を備える、情報処理システム。
【符号の説明】
【００６０】
　１００　　　車両予約管理装置（情報処理装置）
　１１０　　　車両予約管理部
　１２０　　　電力供給制御部
　１２１　　　情報取得部（取得部）
　１２３　　　供給電力算出部（算出部）
　１２５　　　通知部
　２００　　　電力需給管理装置（電力系統）
　３００　　　電力網（電力系統）
　４００　　　ユーザ装置
　ＳＴ　　　　ステーション
　ＥＶ　　　　電気自動車（車両）
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月11日(2016.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両の予約時間帯が前記車両に対する電力の供給時間帯と重ならない場合に、前記車両
を電力供給の対象として確保して、前記車両に対する電力の供給時間帯における利用予約
の受付を停止する予約管理部を備える、車両予約管理装置。
【請求項２】
　前記予約管理部は、利用予約のキャンセル処理を行う、
　請求項１に記載の車両予約管理装置。
【請求項３】
　前記車両は、電気自動車又はハイブリット車である、
　請求項１に記載の車両予約管理装置。
【請求項４】
　プロセッサが、車両の予約時間帯が前記車両に対する電力の供給時間帯と重ならない場
合に、前記車両を電力供給の対象として確保して、前記車両に対する電力の供給時間帯に
おける利用予約の受付を停止することを含む、車両予約管理方法。
【請求項５】
　利用予約のキャンセル処理を含む、
　請求項４に記載の車両予約管理方法。
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【請求項６】
　前記車両は、電気自動車又はハイブリット車である、
　請求項４に記載の車両予約管理方法。
【請求項７】
　コンピュータに、車両の予約時間帯が前記車両に対する電力の供給時間帯と重ならない
場合に、前記車両を電力供給の対象として確保して、前記車両に対する電力の供給時間帯
における利用予約の受付を停止することを実行させる、プログラム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　ここで、選択された１台の電気自動車ＥＶが供給する電力の算出処理の詳細について図
５～図７を参照しながら説明する。供給電力算出部１２３は、まず供給時間帯の開始まで
に、対象の電気自動車ＥＶの蓄電池が満充電状態となるか否かを判断する（Ｓ３０１）。
ここで時刻ｔにおける充電量をＣ（ｔ）とし、供給電力を算出する時点における時刻をｔ
＝０とする。また充電電力をＰｃとし、供給時間帯の開始時点の時刻をｔ１とし、満充電
状態の充電量をＣｍａｘとする。すると、供給電力算出部１２３は、現時点において、選
択された電気自動車ＥＶの蓄電池に充電されている第１の電力量Ｃ（０）と、充電電力Ｐ
ｃと充電する時間長ｔ１との積Ｐｃｔ１との和を算出し、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が満充
電状態の充電量Ｃｍａｘ（すなわち充電容量）を超えるか否かを判断する（Ｓ３０１）。
ここで、「Ｃ（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超えない例が図６に示され、「Ｃ
（０）＋Ｐｃｔ１」が充電容量Ｃｍａｘを超える例が図７に示される。ここで、充電容量
Ｃｍａｘは、充電することのできる最大の値であってもよいし、電池の長寿命化を図るた
めに最大値より少し小さい値が予め設定されていてもよい。
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